
【事業の概要】 

様々なハザードや車、人の動き、通報情報を高密度にセンシングし、分析することに

よって、観光客や登山客へ行動を促すアラート情報を創出するアラートシステムの構築

のためのフィージビリティ・スタディーを行う。 

(1) 対象は富士山火山であり、対象地は富士吉田市など。 

(2) 噴火に関わる物理現象のみならず、人や車などの位置や行動等に関するセンシング

の対象、条件、技術の整理を行う。 

(3) 適用可能な WiFiの組合わせと運用条件について整理する。通信実験の可能性あり。 

(4) 来年度に新規事業（共同研究）まで展開できることを目指す。 

【センター内での役割分担】 

(1) 県庁の役割：意見交換会に参加。富士山火山防災の現状、研究の情報提供（富士山

科学研究所、県土整備部砂防課、防災危機管理課）。 

(2) 市町の役割：意見交換会に参加（富士吉田市）。 

(3) 大学の役割：意見交換会の運営。研究情報提供。 
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